
（別紙３）

～ 令和７年　１１月　３０日

（対象者数） 58名 （回答者数） 44名

～ 令和７年　１１月　３０日

（対象者数） 12名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き保護者様の意向を取り入れながらプログラムの作成
を行っていきます

2

引き続き余分な物、刺激になりやすい物は置かない事、声を
掛け合いながら取り組み落ち着いた環境を提供していきます

3

児童の対応・身だしなみ・声掛けを意識しながらご家庭と関
わっていきたいと思います

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

面談時以外の見学の機会を保護者様に提案していきます

2

3

月プログラムの内容は好評を頂いております
外出プログラムの内容

外出活動を出来るだけ取り入れ電車に乗ったり買い物等の学習
を取り入れ社会性の向上をしていきます

過ごしやすい環境作り 明るい環境作り
無駄な物を見える場所に置かない

ご家庭への連絡事項の引継ぎ
トラブル時の対応等
保護者様対応

保護者様のご要望にお応えできるよう意見の共有をしながらご
家庭に合わせた対応をさせていただいています

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

教室の環境や活動を見に来ていただく機会が少ない 定期的な面談が対面ではなく送迎時や電話で行うご家庭も多く
ある為（お仕事等の都合もあり）

令和７年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年１　月２０　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら横浜青葉教室

○保護者評価実施期間 令和７年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


